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R185 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん

（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

　
　
　
　
　

大
教
会
役
員
・
直
属
教
会
長
連
絡
会
議

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

　梅雨に入るとアジサイもダリヤもユリ

も、いろんな花が咲き誇ります。結構な

時間をかけて手入れをして、やっと咲い

たけれども、ひと月ももちませんね。貧

乏性な私はそんな思いもします。でも

やっぱりきれいです。咲いている間に何

度でも見て、何度も楽しみましょう。き

れいだね、ありがとう、って言ってあげ

ましょう。

　花だけではなく、青空も白い雲も澄ん

だ海や川、緑の中をそよ吹く風、私達の

周囲には楽しめる物が溢れています。

　親神様が人間をお造りになった目的

は、「子供である人間が陽気ぐらしする

のを見て共に楽しみたかった」と言うこ

とですから、陽気ぐらしとは楽しんで生

きることです。

　教祖は、いつも人をたすけること、人

を喜ばせること、人を育てることを好ん

でなさっています。つまり楽しんで人の

ために心を尽くし、身を働かせて居られ

るのです。

　梅雨の時期、心にも潤いを持って、楽

しめる世界に感謝、親神様のお計らいに

感謝です。

（吉田）

今月のメッセージ
「庭に花が咲いてるよ。さあ楽しんで」

POINT

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

９月
１
～
30
日　

に
を
い
が
け
強
調
の
月

５　

日　
　

岡
大
教
会
秋
季
霊
祭

23　

日　
　

家
族
参
拝
デ
ー

　
　
　
　
　

婦
人
会
バ
ザ
ー

24　

日　
　

お
つ
と
め
勉
強
会

28
～
30
日　

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

◆
大
教
会
人
事

　

・
婦
人
会
岡
支
部
委
員
（
４
月
23
日
付
）

　
　
　

南　

渕　
　

森　

井　

幸　

子

　
　
　

東
松
浦　
　

吉　

田　

百
合
子

　
　
　

西　

北　
　

森　

川　

誠　

子

　
　
　

眞　

世　
　

森　

井　

み
ど
り

　
　
　

表　

野　
　

蓮　

池　

恵
理
子

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

美　

樹

　
　
　

福　

門　
　

村　

田　

篤　

子

　
　
　

薬　

院　
　

清　

水　

ゆ
う
子

TOPIC

７月
29
～
31
日　

Ｋ
Ｏ
Ｇ
関
連
行
事

を
行
う
際
に
、
講
師
と
し

て
派
遣
で
き
る
よ
う
研
鑽

を
積
ん
で
い
る
」と
い
う
。

　

修
養
科
生
の
世
話
取
り

は
、
基
本
的
に
は
教
養
掛

が
担
当
し
、
お
て
ふ
り
や

男
鳴
物
の
練
習
に
も
当

た
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

普
段
手
に
取
る
機
会
の
少

な
い
女
鳴
物
の
指
導
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
婦
人
会

が
担
当
し
て
き
た
。

田
陽
子
支
部
長
）
主
催
の
「
鳴
物
練
習
」。

琴
、
三
味
線
、
胡
弓
の
女
鳴
物
に
重
点
を

置
き
、
岡
支
部
委
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ

て
い
る
（
写
真
）。

　

こ
の
「
鳴
物
練
習
」
の
主
な
目
的
は
、

講
師
の
育
成
。「
修
養
科
生
へ
の
指
導
を

は
じ
め
、
各
教
会
な
ど
で
女
鳴
物
の
練
習

　

第
３
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
胡
弓

が
テ
ー
マ
。
ま
ず
初
め
に
、
棹さ
お

や
弦
、

駒
と
い
っ
た
胡
弓
全
体
の
扱
い
方
や
各

所
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
メ
モ
に
残
し
て
い

く
。
そ
の
後
、
持
ち
方
や
構
え
、
座
り

方
、
弦
に
当
て
る
弓
の
角
度
な
ど
細
か

な
注
意
点
を
学
び
、
実
際
に
全
員
で
弾

い
て
み
る
。

　

こ
の
「
鳴
物
練
習
」
は
、
今
回
で
一

旦
終
了
。
今
後
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
や

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
広
く
練
習
す
る
機
会

を
設
け
、
今
回
受
講
し
た
〝
講
師
〟
を

派
遣
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

須　

光　
　

光　

武　

幸　

代

　
　
　

道　

弘　
　

高　

野　

知
永
子

　

・
岡
女
子
青
年
委
員
長
（
４
月
23
日
付
）

　
　
　

南
阿
太　
　

芝　

田　

沙　

姫

　

・
岡
女
子
青
年
副
委
員
長
（
４
月
23
日
付
）

　
　
　

西　

北　
　

森　

川　

実　

咲

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

奈　

々

　

・
岡
女
子
青
年
会
計
（
４
月
23
日
付
）

　
　
　

表　

野　
　

蓮　

池　

理　

栄

　

・
岡
詰
所
副
主
任
（
４
月
23
日
付
）

　
　
　

岡　
　
　
　

吉　

田　

直　

弘

　

・
青
年
会
岡
分
会
委
員
（
５
月
23
日
付
）

　
　
　

東
松
浦　
　

吉　

田　

忠　

実

　
　
　

眞　

世　
　

森　

井　

真　

大

　
　
　

福　

門　
　

村　

田　

大　

亮

◆
教
養
掛

　
　

７
月　

西
大
阪　
　

丸　

田　

真　

久

　
　

８
月　

眞　

世　
　

森　

井　

道　

典

◆
別
席
願
（
４
月
16
日
～
６
月
15
日
詰
所
受
付
分
）

　
　
　

忍　

海　
　
　

岡
橋
ア
ン
デ
ィ
優
太

　
　
　

東
松
浦
大
阪　

中　

畔　

彪　

雅

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
願

（
５
月
16
日
～
６
月
15
日
詰
所
受
付
分
）

　
　
　

岡　
　
　
　

吉　

田　

一　

華

　
　
　

岡　

道　
　

千　

原　

理　

騎

　
　
　

岡　

村　
　

浦　

岡　

文　

恵

　
　
　

南
阿
太　
　

長
谷
川　

有　

沙

　

昨
年
９
月
か
ら
順
次
開
催
さ

れ
て
き
た
、婦
人
会
岡
支
部（
吉

８月
８
～
12
日　

学
生
生
徒
修
養
会
（
高
校
の
部
）



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

か
ら
、
約
２
年
間
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
た

鼓
笛
活
動
。
社
会
全
体
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対

策
の
緩
和
と
、
教
内
の
行
事
が
徐
々
に
開
催

さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
鑑
み
、
５
月
か
ら
鼓

笛
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。

　

午
前
10
時
、
大
教
会
長
様
を
芯
に
お
つ
と

め
を
勤
め
る
子
供
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の

も
の
。
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
の
子
も
い
る

が
、
久
し
ぶ
り
の
鼓
笛
活
動
に
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

今
回
は
２
年
ぶ
り
の
再
開
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
担
当
す
る
楽
器
を
一
新
。
参
加
す
る

子
供
た
ち
か
ら
は
、「
早
く
鼓
笛
が
し
た
く

て
、
ず
っ
と
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
」
や

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
楽
器
が
あ
る
け
ど
、

希
望
が
叶
う
か
不
安
。
で
も
、
鼓
笛
が
大
好

き
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
頑
張
る
」
と
、
鼓
笛

の
再
開
を
待
ち
わ
び
て
い
た
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。

　

担
当
楽
器
が
発
表
さ
れ
る
と
、
子
供
た
ち

は
初
め
て
触
る
楽
器
に
不
安
を
抱
え
つ
つ

も
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
に
、
い

つ
し
か
集
中
し
た
表
情
で
練
習
に
取
り
組

む
。
鼓
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
子
供
た
ち
の
笑

い
声
が
響
く
大
教
会
は
、
明
る
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。　３月に開催された「少年会岡団総会」後、

大教会の子供たちのおつとめに向かう気持ち

が変わった。「総会」で勤めた鳴物への興味

が強くなり、さらなる成長を目指して、夕づ

とめ前の時間に練習するようになった。

自ら求めて鳴物練習

　毎月、おぢばへの伏せ込みとして実施して

いる「伏せ込み団参」。３月から 5月は雨天

が続いたため、久しぶりに西の第２広場（旧

足達邸）で除草作業を実施。老いも若きも、

45人が参加し、ひのきしんの汗を流した。

毎月恒例ぢばへの伏せ込み

▲久しぶりの鼓笛活動に、各パートを一新。一からの練習に、集中して取り組む。

6月

写真で振り返る一カ月

June

鼓笛活動再開にワクワク♪
響くメロディーで心も明るい雰囲気に

鼓笛活動

▼▶２年ぶりの開催に少し緊張感に包まれたが、練習とひのきしんを通して雰囲気も和やかになっていく。

　詰所本館１階のバリアフリートイレ改修工

事に伴い、壁の一部を取り壊した１階倉庫。

これを機に、倉庫内の物品の整理を実施。床

の拭き上げや不要物品の処分など、大がかり

な作業を行った。

詰所倉庫内の整理を実施

　コロナ禍でも、毎月欠かすことなく活動し

てきた「盛華会」。この日は、再開された鼓

笛活動の合間に、参加した子供たちのお母さ

んで臨時の「盛華会」を実施。毎月発送して

いる「バースデーカード」を作成した。

活発に活動する「盛華会」

ぜひ、友達登録してください

様々な情報を配信します。
ぜひ友達登録してください！

LINE 公式アカウント
天理教岡大教会


